











































































































































































































































各組の活動に関する内容 100/103（97.1） 学外補講 4/6（ 66.7）
B
自己紹介 2/11（ 18.2）




卒業生の話・現場の話 9/103（ 8.7） 絵本選書について 14/18（ 77.8）








・初めての親子参観日 12/103（11.7） 絵本の選書について 11/21（ 52.4）
・ありがとうとごめんなさい 4/103（ 3.9） 子どもの人権 11/21（ 52.4）








・雑巾を使ったゲーム 3/103（ 2.9） 制作 6/17（ 35.3）
・絵本の選書について 2/103（ 1.9） 初めての親子参観日 9/17（ 52.9）
回の各クラスの授業の内容について記述した学生数である。表1の左上と左下は全学生が対象と
なるため，103名が総数となるが，表1の右側はクラスごとに人数が異なる。表1を見ていくと，
ほとんどの学生が「全体授業に関する内容」，「各クラスの活動に関する内容」を記述していた。
「全体授業に関する内容」としては，第15回の発表の直後に感想を書いたこともあり，「発表に
ついて」に関する感想が多かった。一方で，「履修カルテ（授業カルテ）をもとにした自己評価
シート」や「卒業生の話・現場の話」に関して記述した学生は少なかった。「発表について」に
関しては，ほとんどの学生が「他のクラスを聞くことができた」という感想であり，具体的な内
容については，学生間で分散しているようであった。「初めての親子参観日」と「自然・楽器の
制作」について記述する学生が比較的多くみられた。
4 評価方法
クラス単位の授業では各クラスにより授業内容，課題も異なる。授業担当者7名で話し合った
結果，不公平にならないようにという配慮と，出席が良好な学生は，自己の資質・能力を高めよ
うとする意欲が高いとみなし，評価は基本的に出席回数を基準にした。
欠席回数0～1 優（欠席1回までの学生は 平常点が悪くても優のまま）
欠席回数2 優（平常点などが悪ければ良）
欠席回数3 良（平常点などが良ければ優，平常点が悪くても可にはしない）
欠席回数4 良（平常点などが悪ければ可，平常点が良くても優にはしない）
欠席回数5 可（平常点などが良ければ良）
欠席回数6 不可
この基準内で素点は担当教員に一任されることとなった。
5 おわりに
「保育・教職実践演習」は新しい教科だけに，文部科学省の意図する内容を各大学でどのよう
に授業内容に具体化していくか，どこの大学も試行錯誤している状況が現実のようである。多く
の教員の共通認識が必要であり，外部講師との打ち合わせも含め，授業準備に多大な時間がとら
れるとともに，担当教員の専門性の生かし方など今後課題の多い授業であったが，学生にとって
の「学びの軌跡の集大成」であることを念じた授業であった。
履修カルテ（授業カルテ）をもとにした自己評価シートにより，各学生は，学んだこと，自己
課題を再認識し，教員・保育士として資質能力が総合的に評価され，今後の課題が明確になった
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と思われる。しかし，履修カルテ（授業カルテ）は教科ごとに用意されていたため，それを一つ
の自己評価シートにまとめる際には，履修カルテ（授業カルテ）の紛失や整理の煩雑さが課題と
なった。今後の履修カルテ（授業カルテ）は評価用紙を一冊にまとめるなどの対応が望まれる。
また，自己評価シートの記入は第2回目の保育・教職実践演習という，比較的早い回で行ったこ
ともあり，この教科自体をはっきり理解できないまま取り組んだ学生も多く，教科の目的・目標
をしっかり押さえさせる必要性を感じた。
外部講師による現場の話は，教職実践演習の実施に当たっての留意事項の「現職の教員又は教
員勤務経験者を講師とした授業を含めること」からの計画であったが，現職教員の貴重な生の声
に学生たちは熱心に聞き入り，大変好評であった。講義後の感想では，就職試験や，現場でやっ
ていけるかなどの精神的な不安が減り，激励を受けたとの感想が多く，印象的であった。また，
保育士を対象とした施設に関する講義では，日常経験できないような話も聞け，小学校，幼稚園
免許希望の学生たちも熱心に話を聞いていた。学生の感想を，講師の方々に御礼状とともに郵送
したところ，学生の授業に対する反応を知ることができ，講師自身も現職を振り返る良い機会で
あったと大変喜んでいただけた。
クラス別の授業では，2つのゼミをペアとしたことから，分野の異なる指導が受けられ，教員，
学生双方が指導学びの幅が広まった。内容は指導案作成，模擬授業・模擬保育，指導法，事例研
究，フィールドワークなどさまざまであり，その全体発表は，他のクラスの授業内容を聞けたこ
ともあり，学生にとって最もインパクトがあったようだ。一方で，希望免許の異なる学生が混在
する状況での授業内容をどうしていくかは今後の課題である。
今年度の保育・教職時実践演習は，反省点があるにせよ，全体的には目標をほぼ達成できたの
ではないかと思われる。
文部科学省「教職実践演習（仮称）について」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/attach/1337016.htm（2013年
9月22日アクセス）．
（提出日 平成25年9月30日）
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